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北 
海 
道 
知 
事 
選 
挙

北
海
道
議
会
議
員
選
挙

�
投
票
日　

４
月　

日（
日
）

１０

�
投
票
時
間　

７
時
〜　

時
２０

※
一
部
の
投
票
所
は　

時
ま
で
。

１８

�

投
票
日
時

　

投
票
で
き
る
の
は
、
次
の
方
で
す
。

�
日
本
国
民
で
、
北
海
道
内
の
市
区
町
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

�
平
成
３
年
４
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

１１

�
知
事
選
挙
は
、
平
成　

年　

月　

日（
北

２２

１２

２３

海
道
議
会
議
員
選
挙
は
、
平
成　

年　

月

２２

１２

　

日
）以
前
に
転
入
届
を
し
て
、
引
き
続

３１き
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

�
次
の
欠
格
事
項
が
な
い
人

　

・
成
年
被
後
見
人

　

・
受
刑
中
及
び
仮
出
獄
中
の
人

　

・
選
挙
犯
罪
に
よ
り
刑
の
執
行
猶
予
中
及

　
　

び
選
挙
権
停
止
中
の
人

�

投
票
で
き
る
人

※
引
越
し
な
ど
で
道
内
の
他
の
市
区
町
村
へ

１
回
だ
け
住
所
を
異
動
し
た
人
は
、「
引

き
続
き
北
海
道
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」（
転
入
し
た
市
区
町
村
の

窓
口
で
発
行
す
る
も
の
）を
提
出
し
な
い

と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
世
帯
主
の
方
へ
、
３
月　

日
２５

頃
、
世
帯
全
員
分（
最
大
６
人
ま
で
）を
は
が

き
１
枚
に
ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、
投
票
所
を
確

認
の
う
え
、
本
人
分
の
入
場
券
を
切
り
離
し

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�

投
票
所
入
場
券

　

ま
た
、
万
一
入
場
券
を
紛
失
し
て
も
、
投

票
所
受
付
で
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
。

※
町
内
で
転
居
し
た
方
は
、
３
月　

日
現
在

１５

　

の
住
所
の
投
票
所
に
な
り
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
の
選
挙
人
で
投
票
日
当
日
に

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
次
の
期
間
・
場

所
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入

場
券
を
持
参
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

�
期
間　

３
月　

日（
金
）〜
４
月
9
日（
土
）

２５

※
３
月　

日（
金
）〜
４
月
１
日（
金
）の
間
は

２５

北
海
道
知
事
選
挙
の
み
投
票
で
き
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
は
、４
月
２
日

（
土
）以
降
で
な
け
れ
ば
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
時
間　

８
時　

分
〜　

時

３０

２０

�
場
所　

役
場
１
階
相
談
室

※
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

※
満　

歳
前
に
投
票
す
る
場
合
は
、
不
在
者

２０

　

投
票
に
な
り
ま
す
。

�

期
日
前
投
票
所

�
代
理
投
票　

自
分
で
投
票
用
紙
に
記
入
で

き
な
い
方
は
、
投
票
所
の
受
付
で
申
し
出

れ
ば
、
係
員
の
代
筆
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
点
字
で
投
票
さ
れ
る
方
も
、
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�
不
在
者
投
票　

病
院
な
ど
へ
入
院
・
入
所

中
の
方
は
、
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
院
・
入

所
中
の
施
設
へ
、
早
め
に
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が
で
き

な
い
方
は
、
期
間
中
、
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

�

代
理
投
票
・
不
在
者
投
票

※
名
簿
登
録
さ
れ
て
い
る
選
挙
管
理
委
員
会

へ
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

�
投
票
所
①
〜
④　

７
時
〜　

時
２０

　

①
上
富
良
野
小
学
校　

大
町
１
〜
４
丁
目

南
町
１
〜
３
丁
目
、
宮
町
、
本
町
、

　
　

日
の
出
第
１

　

②
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー　

緑
町
、

　
　

桜
町
、
東
町
、
新
町
、
旭
町
、
旭
野

　

③
上
富
良
野
町
公
民
館　

大
町
５
丁
目
、

富
町
、
錦
町
、
中
町
、
西
町
、
光
町
、

島
津

　

④
上
富
良
野
西
小
学
校　

栄
町
、
泉
町
、

扇
町
、
北
町
、
日
の
出
第
２
、
日
新
、

清
富

�
投
票
所
⑤
〜
⑩　

７
時
〜　

時
18

　

⑤
公
民
館
富
原
分
館　

南
町
４
丁
目
、

　
　

丘
町
、
向
町
、
富
原

　

⑥
東
中
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー　

東
中

　

⑦
公
民
館
草
分
分
館　

草
分

　

⑧
公
民
館
江
花
分
館　

江
花

　

⑨
公
民
館
江
幌
分
館　

江
幌
、
静
修

　

⑩
公
民
館
里
仁
分
館　

里
仁

�

投
票
所
と
投
票
時
間

�
上
富
良
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
�
�
6
4
0
0

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�

問
合
せ

http://w
w
w
.tow
n.kam

ifurano.hokkaido.jp/

平
成　

年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
最
優
秀
賞

22

「
さ
ぁ
投
票　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

明
る
い
未
来
」

村
上
由
夏
さ
ん
作 

投
票
日
は

４
月

日（
日
）

１０
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

年
金
か
ら
の
支
払
い
で
す
。
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
の
方
は
特
別
徴
収
に
該
当
せ

ず
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
、
年
額　

万
円

18

未
満
の
方

・
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
て
保
険
料
が
年
金

受
取
額
の
半
分
を
超
え
る
方

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、「
年
金
か
ら
の
お

支
払
い（
特
別
徴
収
）」
と
「
納
付
書
・
口
座

振
替
に
よ
る
お
支
払
い（
普
通
徴
収
）」
の
二

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
分
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
額
決
定
通
知
書（
納
入
通
知
書
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

保
険
料
の
支
払
い
方
法

必
要
で
す
。　

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
当
初
に
つ

い
て
は
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
が
始
ま

る
ま
で
、「
納
付
書
」
に
よ
る
お
支
払
い
に

な
り
ま
す
。

　

納
付
書
で
お
支
払
い
の
方
の
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
分
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
額
決
定
通
知
書（
納
入
通
知
書
）を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。　

　

こ
れ
ま
で
対
象
と
な
る
全
て
の
方
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医
療
費
通
知
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
か
ら

22

発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
へ
の
送
付
に
変

更
し
ま
し
た
。

　

医
療
費
通
知
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
手
数
で
す
が
、
町
民
生
活
課
総
合
窓

口
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
�
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

申
込
場
所

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

申
込
み
に
必
要
な
物

・
本
人
の
保
険
証

・
預
金
通
帳

・
お
届
け
印

※
年
金
の
お
支
払
い
か
ら
変
更
で
き
る
時
期

は
、
申
込
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　
　
　

医
療
費
通
知
と
は
？

・
半
年
毎（
１
〜
６
月
、
７
月
〜　

月
）

12

に
、医
療
機
関
な
ど
で
診
察
を
受
け

た
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
額
を
取

り
ま
と
め
、毎
年
３
月
と
９
月
に
ハ

ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

・
受
診
年
月
、診
療
を
受
け
た
医
療
機

関
名
、診
療
区
分
、日
数
、医
療
費
の

総
額（　

割
の
金
額
で
表
示
）が
一
覧

１０

で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
受
診
の
記
録
が
な
い
場
合
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

臓
器
提
供
は
、
病
気
や
事
故
で
臓
器
が
機

能
し
な
く
な
っ
た
人
に
、
他
の
人
の
健
康
な

臓
器
を
移
植
し
て
機
能
を
回
復
さ
せ
る
と
い

う
医
療
で
す
。

　

臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
保
険
証
に
「
臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー

ル
」
を
は
り
付
け
て
、
臓
器
を
提
供
す
る
か

し
な
い
の
か
の
意
思
表
示
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル
は
、
町
民
生

活
課
総
合
窓
口
班
に
置
い
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
と
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

保
険
料
の
お
支
払
い
を
「
口
座

振
替
」
に
変
更
で
き
ま
す

臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

医
療
費
通
知
の
発
行
を
希
望
さ

れ
る
方
へ

�
普
通
徴
収

�
特
別
徴
収

　

納
付
書
や
年
金
で
お
支
払
い
の
方
は
、
口

座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

税
申
告
の
際
、「
社
会
保
険
料
控
除
」
は
、

保
険
料
を
お
支
払
い
す
る
方（
口
座
名
義
人
）

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
口
座
振
替
」
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る
金
融
機
関
で

の
お
支
払
い
で
す
。

　

口
座
振
替
に
切
り
替
え
る
に
は
手
続
き
が



そ
の
た
め
、
景
観
に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ

が
高
い
行
為
の
種
類
と
規
模
を
定
め
て
、
前

号
の
別
表
１
の
「
届
出
の
対
象
と
な
る
行
為

（
※
）」
と
し
て
、
届
出
を
制
度
化
し
ま
す
。

　

こ
の
届
出
に
お
い
て
は
、
新
設
だ
け
で
は

な
く
、
既
存
の
物
の
形
状
や
意
匠（
デ
ザ
イ

ン
）を
変
更
す
る
場
合
も
対
象
と
な
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
届
出
対
象
で
あ
り
な
が
ら
無
届

で
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
景
観
法（
※
）

に
基
づ
く
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　

　

昨
年
、
広
報
か
み
ふ
ら
の　

月
号
の
景
観

12

行
政
事
務
の
開
始
へ
向
け
て
①
、
２
月
号
の

②
に
続
い
て
特
集
の
最
終
と
し
て
、
景
観
行

政
事
務
の
主
軸
で
あ
る
行
為
の
届
出
制
度
に

つ
い
て
、
事
例
を
含
め
て
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

な
お
、
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
特
集

①
、
②
で
説
明
し
て
い
る
も
の
は（
※
）を
付

け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
前
号
を
ご
覧
い
た
だ

き
な
が
ら
お
読
み
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
務
の
審
査
過
程

　

前
号
で
も
事
務
の
流
れ
の
概
要（
※
）を
示

し
ま
し
た
が
、
自
己
点
検
や
町
に
よ
る
審
査

の
要
素
を
加
え
、
詳
し
く
示
し
た
の
が
、
図

１
で
す
。

　

前
号
の
別
表
２
に
示
し
た
「
景
観
形
成
の

基
準（
※
）」
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
全
て
の

人
と
物
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
既
存
の
物
を
こ
の
基
準
に
適
合

さ
せ
る
こ
と
は
、
費
用
の
面
だ
け
で
は
な

く
、
実
行
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
な
ど
が
、
新
た
な
建
築

物
や
工
作
物
を
作
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
景

観
行
政
団
体
と
し
て
の
町
が
、
全
て
の
物
に

つ
い
て
審
査
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景
観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
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ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

景
観
行
政
事
務
の
開
始
へ
向
け
て

平
成

年
4
月
1
日
か
ら
の
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問
合
せ

建
設
水
道
課
建
設
班

�
�
6
9
8
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■
例
に
基
づ
く
手
続
き
の
流
れ

　

家
を
新
築
す
る
場
合
を
例
に
、
図
１
の
各

段
階
で
の
取
り
組
み
と
注
意
点
を
示
し
て
み

ま
す
。
以
下
の
項
目
の 
○ 
付
き
番
号
は
、
図

ま
る

１
の
番
号
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

①
家
を
新
築
し
た
い
と
思
っ
た
と
き

　

家
を
新
築
し
た
い
と
計
画
し
た
と
き
、
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
建
築
業
者
に
設

計
施
工
を
一
括
発
注
す
る
場
合
や
、
設
計
と

施
工
を
別
に
す
る
場
合
、
新
築
建
売
を
購
入

す
る
場
合
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
一
生
の
住
ま
い
と
な
る
わ
け
で
す

か
ら
、
施
主
と
し
て
思
い
を
込
め
た
家
づ
く

り
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

こ
の
際

に
、
次
の
②
の
事
前
相
談
を
見
越
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
上
富
良
野
町
が
景
観
行
政
団
体
で

あ
る
こ
と
を
話
し
た
う
え
で
、
建
築
士
な
ど

の
設
計
を
す
る
業
者
に
お
願
い
し
て
く
だ
さ

い
。

②
ま
ず
は
事
前
相
談
を

　

景
観
法
に
基
づ
く
届
出
な
ど
の
手
続
き

は
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
確
認
申
請

と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。
建
築
確
認
申

請
が
不
要
な
場
合
で
も
、
届
出
が
必
要
な
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
住
宅
本
体
の
高
さ
は　

メ
ー
ト

10

ル
以
下
で
も
、
冷
暖
房
設
備
の
排
気
塔
を
含

め
る
と
、
届
出
対
象
の　

メ
ー
ト
ル
を
超
え

10

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
独
自
の
基
準
と
し
て
「
支
持

物
を
含
む
高
さ　

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
電
力

10

線
や
空
中
線
系
」
も
届
出
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
聞
き
な
れ
な
い
「
空
中
線
系
」
と
は
、

テ
レ
ビ
受
信
や
無
線
通
信
の
ア
ン
テ
ナ
の
こ

と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
で
設
置
さ
れ
て
い

る
の
が
実
態
で
す
。
良
好
な
送
受
信
を
確
保

す
る
た
め
に
高
め
に
設
置
す
る
場
合
は
、　
10

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
も
出
て
き
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
テ
ナ
の
場
合
は
、
優
れ
た
景
観
の
眼
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前
に
そ
び
え
立
っ
た
り
、
公
共
の
場
所
か
ら

目
に
入
っ
て
不
快
を
感
じ
る
と
い
う
よ
う
な

特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
⑧
の
「
届
出
不
要

の
通
知
」を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
景
観
形
成
の
自
己
点
検

　

事
前
相
談
に
お
い
て
届
出
対
象
規
模
を
超

え
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
届
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
号
別
表
２
の

「
景
観
形
成
の
基
準
」
に
よ
り
自
己
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。
規
模
が
小
さ
く
て
も
、
場

所
や
色
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
は
景
観
障
害

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺
へ
の

調
和
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

④
届
出
書
の
作
成
と
提
出

　

国
の
機
関
や
地
方
公
共
団
体（
以
下「
国
な

ど
」と
い
い
ま
す
。）が
行
う
行
為
の
場
合
は
、

届
出
に
代
わ
っ
て
「
通
知
」、
景
観
行
政
団
体

か
ら
の
是
正
な
ど
の
勧
告
・
命
令
は
「
協
議
」

と
い
う
手
続
き
に
な
り
、
呼
び
方
は
変
わ
り

ま
す
が
、
町
民
の
方
と
ほ
ぼ
同
様
な
審
査
を

行
い
ま
す
。

　

届
出
や
通
知
の
書
類
は
、
様
々
な
書
類
や

図
面
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

町
で
は
、
事
前
に
届
出
の
要
否
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
、
計
画
概
要
に
よ
る
②
の
事
前
相

談
と
、
も
う
少
し
詳
し
い
審
査
を
行
う
事
前

協
議
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
国
な
ど
が

行
う
協
議
と
は
別
な
も
の
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

届
出
対
象
規
模
を
超
え
て
い
る
も
の
で

も
、
こ
の
事
前
協
議
の
段
階
で
の
概
要
審
査

最終回



で
、
景
観
に
支
障
が
な
い
と
判
断
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
⑧
の
「
届
出
不
要
の
通
知
」

を
受
け
て
、
計
画
に
着
手
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
流
れ
で
、
景
観
に
支
障
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
前

協
議
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
部
分
を
見
直
し
た

う
え
で
届
出
書
を
作
成
し
、
役
場
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
前
協
議
が
済
ん
で
い
る
場
合
は
、
町
の

内
容
の
点
検
・
審
査
は
素
早
く
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
⑨
の
「
不
勧
告
通
知（
景

観
に
支
障
が
な
い
と
い
う
お
知
ら
せ
文
書
）」

を
も
ら
う
こ
と
で
、
法
の
「
届
出
が
受
理
さ

れ
て
か
ら　

日
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば

30

行
為
に
着
手
し
て
は
な
ら
な
い
」
に
か
か
わ

ら
ず
、
短
期
間
で
行
為
に
着
手
で
き
ま
す
。

事
前
協
議
を
経
た
届
出
は
、
大
き
な
問
題
点

が
な
い
限
り
、　

日
以
内
に
通
知
を
出
せ
る

10

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
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【
お
知
ら
せ
】

　

景
観
行
政
事
務
に
関
す
る
こ
と
は
、
町
の

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
届
出
に
関
す
る
書
類
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
お
わ
り
に

　

事
例
を
通
し
て
、
極
端
な
場
合
も
想
定
し

た
事
務
の
流
れ
を
説
明
し
ま
し
た
が
、
町
は

町
民
と
そ
の
生
活
、
そ
し
て
生
活
を
支
え
る

産
業
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、
逆
に
景

観
づ
く
り
が
町
民
・
生
活
・
産
業
へ
の
障
害

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
本
末
が
転
倒
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

景
観
行
政
は
、
こ
れ
ら
の
調
和（
バ
ラ
ン

ス
）を
基
本
に
置
く
も
の
で
あ
っ
て
、
枠
に

は
め
た
規
制
主
義
に
陥
ら
な
い
こ
と
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
運
用
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
前
号
の
別
表
第
2
「
景
観
形
成
の

基
準
」
を
も
う
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
行
政
・

事
業
者
・
町
民
の
協
働
に
基
づ
く
配
慮
と
調

和
の
中
で
、
上
富
良
野
の
景
観
づ
く
り
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
周
辺
住
民
会
へ
の
説
明
会

　

届
出
基
準
の
1
千�
を
超
え
る
建
築
物
と

い
え
ば
、
か
な
り
大
き
な
も
の
で
、
一
般
住

宅
の
規
模
と
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
も
の
が
造
ら
れ
る
と
な
る
と
、

景
観
を
含
め
て
周
辺
環
境
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

同
じ
敷
地
の
中
で
も
、
位
置
や
棟
の
向
き

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
軽
減
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
景
観
法
の
下
で
は
、
景
観

の
保
全
に
対
し
て
の
み
規
制
を
行
う
も
の
で

す
が
、
後
日
の
周
辺
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

予
防
す
る
目
的
で
、
町
か
ら
住
民
に
対
す
る

説
明
の
要
請
と
、
こ
の
説
明
会
な
ど
の
開
催

記
録
の
提
出
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
計
画
の
変
更
届
出

　

適
切
な
事
前
協
議
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、

届
出
後
に
勧
告
や
変
更
命
令
な
ど
の
行
為
内

容
の
見
直
し
を
求
め
る
行
政
処
分
が
出
さ
れ

る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
の
場
合
は
、
自
ら
の
都
合
に
よ
る
届

出
内
容
を
変
更
す
る
場
合
を
含
め
て
、
変
更

届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑦
中
止
と
原
状
回
復

　

行
為
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
も
、
景
観

に
対
す
る
障
害
を
解
消
で
き
な
い
場
合
も
出

て
き
ま
す
。
例
と
し
て
、
所
有
す
る
宅
地
に

住
宅
建
築
を
計
画
し
た
が
、
隣
接
す
る
公
園

の
築
山
展
望
台
の
見
晴
ら
し
方
向
の
正
面
に

あ
た
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
す
。
行
為
計

画
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
が
、

こ
の
宅
地
に
つ
い
て
は
実
質
的
に
利
用
で
き

な
く
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
町
な
ど
の
公
園

の
設
置
者
が
景
観
保
全
用
地
と
し
て
買
い
取

る
な
ど
、
別
な
面
か
ら
解
決
策
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

http://www.town.kam
ifurano.hokkaido.jp

図1　景観づくりに関する事務の流れ



な な な な な な な な な な
か か か か か か か か か か
よ よ よ よ よ よ よ よ よ よ
し し し し し し し し し し
サ サ サ サ サ サ サ サ サ サ
ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ
ッ ッ ッ ッ ッ ッ ッ ッ ッ ッ
ト ト ト ト ト ト ト ト ト ト
テ テ テ テ テ テ テ テ テ テ
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
マ マ マ マ マ マ マ マ マ マ
い い い い い い い い い い
の の の の の の の の の の
ち ち ち ち ち ち ち ち ち ち

  な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
  テ
ー
マ
い
の
ち

　

な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
学
校
で
、

「
い
の
ち
」
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
や

意
見
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
き
物
や
植
物
を
育
て
る
こ
と
で
、「
い

の
ち
を
大
切
に
す
る
、
い
の
ち
を
思
い
や

る
」
こ
と
の
取
り
組
み
を
し
た
り
、
交
通
安

全
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
い
の
ち
」
に
関
す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
リ

ン
グ
プ
ル
の
回
収
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
も
各
学
校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
缶
の
リ
ン
グ
プ
ル
を
集
め
て
、
数
量

が
貯
ま
る
と
車
い
す
な
ど
の
介
護
用
品
と
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回

収
す
る
こ
と
で
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
回
収
箱
を
工
夫
し
な
が
ら
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん
な
ど
の
公
共
施
設
に
も
回
収
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
リ
ン
グ
プ
ル
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
車

い
す
１
台
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
車
い
す
は
、
町
内
の
福
祉
活
動
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
上
富
良
野
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
贈
を
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
１
台
と
交
換
す
る
に
は
、
リ
ン
グ

プ
ル
約　
�
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

６６０

児
童
生
徒
「
い
の
ち
」
に
係
る
取
り
組
み

　

町
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の

児
童
生
徒
が
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

話
し
合
い
活
動
を
行
う
「
な
か
よ
し
サ
ミ
ッ

ト
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
は
、
児
童
生
徒
の
話

し
合
い
を
通
し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
で
決
定
し
た

こ
と
を
全
町
的
に
取
り
組
み
、
今
後
さ
ら
に

協
力
し
て
よ
り
良
い
生
活
を
送
ろ
う
と
す
る

気
持
ち
を
高
め
る
も
の
で
す
。

　

な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
の
全
体
を
ま
と
め
た

提
言
の
中
で
、「
各
学
校
で
リ
ン
グ
プ
ル
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
行
い
、

町
で
そ
れ
ぞ
れ
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
こ
と

で
、
車
い
す
な
ど
に
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
が
目
標
と
な
り
意
識
の
向
上
に
つ

な
が
る
」
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す
す
め

る
会
で
は
、
各
学
校
で
集
め
た
リ
ン
グ
プ
ル

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
ま
と
め
、
青

少
年
の
「
い
の
ち
」
に
対
す
る
考
え
や
よ
り

良
い
取
り
組
み
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
リ
ン
グ
プ
ル
回
収
な

ど
の
ご
協
力
も
含
め
て
青
少
年
の
健
全
育
成

に
対
し
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す
す
め

　

る
会
事
務
局（
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班
）

　
�
�
５
５
１
１

キャップリングプル学　校　名

214.5kg 91.2kg 　上富良野小学校

38.6kg 29.6kg 　上富良野西小学校

22.0kg 12.5kg 　東中小学校

35.3kg 31.1kg 　江幌小学校

13.1kg 9.3kg 　上富良野中学校

89.6kg 8.3kg 　東中中学校

18.8kg 39.8kg 　上富良野高等学校

431.9kg 221.8kg 計

各学校から事務局に集められた各数量

広報かみふらの ２０11.3  �

空
き
缶
の
リ
ン
グ
プ
ル
を
集
め
て
車
い
す
や
介
護
用
品
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に

【リングルプル】
約660�で車いす1台
【キャップ】
約800個でポリオワ
クチン1人分
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教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

平
成　

年
度
前
期
（
夏
季
）

23

社
会
体
育
施
設
定
期
利
用

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
、
学

校
体
育
館
を
利
用
し
、
定
期
的
に
体
を
動
か

し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
行
い
ま
せ
ん
か
？

　

平
成　

年
度
前
期（
5
月
〜　

月
）社
会
体

23

10

育
施
設
の
定
期
利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体

は
、
利
用
希
望
調
査
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

3
月　

日（
木
）

17

提
出
先　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

◎
定
期
利
用
団
体
会
議

　

日
時　

3
月　

日（
木
）　　

時

24

１９

　

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ラ
ウ
ン

　
　
　
　

ジ

教
育
賞　

　

学
芸
賞　

全
道
以
上
の
作
品
展
で
入
賞
又
は

コ
ン
ク
ー
ル
で
活
躍
し
た
個
人
・
団
体

　

体
育
賞　

管
内
レ
ベ
ル
又
は
、
全
道
大
会
レ

ベ
ル
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し
認

め
ら
れ
た
個
人
・
団
体

　

努
力
賞　

皆
勤
し
た
児
童
・
生
徒
、
新
聞
紙

上
な
ど
で
認
め
ら
れ
た
個
人
・
団
体

教
育
奨
励
賞　

教
育
賞
各
区
分
の
基
準
に
及
ば

な
い
が
、
一
生
懸
命
に
努
力
し
、
活
躍
し
た

個
人
・
団
体

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル

指
導
員
募
集

　

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
ス
ク
ー
ル
の
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。　

内
容　

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
に 

　

お
け
る
学
習
活
動
の
指
導
と
安
全
管
理

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日　

放
課
後
〜　

時
18

　

土
曜
日　

９
時
〜　

時（
２
交
替
）

18

※
勤
務
シ
フ
ト
に
よ
り
、
週
１
〜
６
回
以
内

報
酬　

謝
金　

募
集
人
数　

若
干
名　

応
募
資
格　

児
童
健
全
育
成
に
意
欲
の
あ

る
、　

歳
未
満
の
健
康
な
方

70

申
込
方
法　
「
放
課
後
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
ス
ク

ー
ル
指
導
員
申
込
書
」
に
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

提
出
期
間　

３
月　

日（
木
）〜　

日（
火
）

１０

22

教
育
賞（
学
芸
賞
）

　

高
田
幼
稚
園　

能
勢
茉
央
、
高 
 

教
育
賞（
努
力
賞
）

　

高
田
幼
稚
園　

谷
口
遥
都

　

西
小　

村
上
由
夏
、
小
野
寺
健
斗

　
　

稲 

み
く
、
戸
部
孝
明
、
木
村
志
穂

　
　
 

上
千
尋
、
南
川
真
里
菜

　
　

中
川
ジ
ョ
ー
一
郎
、
健
名
大
輔

　

江
幌
小　

平
沢
諒
真
、
鎌
田
妃
比
乃

平
成　

年
度
前
期
（
夏
季
）

23
公
民
館
施
設
定
期
利
用

　

平
成　

年
度
前
期（
5
月
〜　

月
）公
民
館

23

10

施
設
の
定
期
利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

使
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

3
月　

日（
木
）

17

提
出
先　

公
民
館　
�
�
３
１
５
８

教
育
賞（
学
芸
賞
）

　

上
小　

佐
藤
心
元
、
長
尾
美
月

　
　
　
　

大
澤
秀
弥
、
小
野
寺
彩
水

　

東
中
小　

谷
口
賢
矢

教
育
賞（
体
育
賞
）

　

上
小　

世
坂
比
奈
子
、
陣
内
優
汰

　
　
　
　

谷
拓
樹

教
育
賞（
努
力
賞
）

　

上
小　

丸
田
智
巳

　

西
小　

永
山
陽
葉
里

教
育
奨
励
賞（
学
芸
賞
）

　

上
小　

小
玉
彩
友
里
、
鈴
木
ひ
な
た

　

西
小　

西
塚
竣
祐
、
野
口
結
衣

教
育
奨
励
賞（
努
力
賞
）

　

上
小　

向
山
亜
実
、
鈴
木
純
平

　
　

小
屋
畑
拳
斗
、
岡
本
一
奈
、
大
角
菜
月

大
石
佳
乃
、
糸
賀
知
葉
、
石
田
純
基　

藤
澤
美
咲
、
村
川
蓮
、
福
士
怜
香

　
　

中
田
実
穂
、
長
尾
夏
海
、
大
坂
悠
香

　
　

池
田
健
汰

教
育
賞（
体
育
賞
）

　

上
中　

卓
球
部
男
子
、
卓
球
部
女
子

　
　

安
田
賢
司
、
遠
藤
朱
莉
、
橘
裕
之

　
　

長
谷
川
幸
生
、
長
谷
川
大
也

　
　

菅
野
達
章
、
井
口
鉄
雄
、
垣
副
大
地　

菅
野
杏
華

　

東
中
中　

磯
崎
充
典
、
小
野
寺
真
菜

　
　

柿
原
里
奈
、
熊
谷
季
代
里
、
杉
本
貴
史

武
島
直
人

教
育
賞（
努
力
賞
）

　

上
中　

春
名
翔
太
、
鹿
嶋
亮
佑

　
　

土
井
孟
、
新
関
涼
介
、
安
井
太
一

　
　

安
田
賢
司
、
甘
利
穂
乃
花
、
糸
賀
明
葉

西
尾
郁
実
、
萩
原
摩
耶
、
長
谷
山
和
奏

鎌
田
拓
、
川
村
清
一
郎
、
橘
裕
之

　
　

安
井
太
郎
、
加
藤
瑞
望
、
玉
菊
美
優　

藤
田
優
希
、
板
垣
良
翼
、
中
澤
巧
磨　

江
口
和
香
奈
、
北
越
久
留
実　

　
　

健
名
美
紅
、
辰
友
菜
、
守
田
結
衣　
　

南
千
里
、
吉
田
咲
妃

教
育
奨
励
賞（
学
芸
賞
）

　

東
中
中　

熊
谷
季
代
里
、
小
松
大
介　

教
育
奨
励
賞（
文
化
賞
）

　

上
高　

大
野
里
紗
、
工
藤
美
紗
樹

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た

児
童
・
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

教
育
奨
励
賞（
努
力
賞
）

　

上
高　

西
村
貴
之
、
幡
谷
光
紀

　
　

深
谷
岳
史
、
新
井
唯
加
、
岩
谷
春
花

　
　

小
日
向
香
奈
、
西
田
枝
利
花

小
学
生

小
学
生

幼

児

幼   
児

中
学
生

中
学
生

高
校
生

高
校
生
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2／12

熱
き
戦
い

か
み
ふ
ら
の
雪
合
戦
大
会

　

か
み
ふ
ら
の
雪
合
戦
大
会
が
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー
横
広
場
で
開
催
さ

れ
、　

チ
ー
ム　

名
が
参
加
し
、
小
学

22

１９９

低
学
年
・
小
学
高
学
年
・
混
成
・
一
般

の
部
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
仲
間
の
声
援
を
受
け
、
参

加
者
は
、
チ
ー
ム
内
で
作
戦
を
練
り
、

勝
利
の
旗
を
め
ざ
し
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
、
雪
玉
を
投
げ
敵
の
コ
ー
ト
へ
突

き
進
む
な
ど
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

�
優
勝
チ
ー
ム

小
学
低
学
年
の
部「
放
課
後
フ
レ
ン
ド
」

小
学
高
学
年
の
部「
ジ
ャ
ガ
リ
コ
A
」

混
成
の
部
「
き
な
こ
」

一
般
の
部
「
Y
K
B
0
8
」　

　

第　

回
か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り
が
日

47

の
出
公
園
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
子

ど
も
や
家
族
連
れ
な
ど
約
1
千　

名
が

200

訪
れ
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
や
ス
ノ
ー
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
無
料
体
験
搭
乗
、
宝
さ
が

し
、
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
選
手
権
、
親
子

雪
上
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
４
種
類
の
滑
り

台
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
何
度
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
今
年
の
大
雪
像
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ス
テ
ィ
ッ
チ
」

と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
な
ど
雪
ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

2／12

冬
を
満
喫

か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り

担
当

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ラララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ

カ
メ
ラ
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき

　

見
て
あ
る
き

広広
報報
担担
当当
者者
がが
見見
てて
歩歩
いい
たた
、、
町町
内内
のの
でで
きき
ごご
とと
をを
紹紹
介介
しし
まま

すす
。。

今今
回回
はは
、、
２２
月月
にに
行行
わわ
れれ
たた
でで
きき
ごご
とと
をを
ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。
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江
幌
小
学
校（
校
長
瀬
尾
祐
二
、
児

童　

名
）の
開
校　

周
年
記
念
式
典
に

17

100

同
窓
生
、
江
幌
・
静
修
住
民
会
、
教
職

員
、
在
校
生
な
ど
約　

名
が
参
加
し
、

200

江
幌
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
一
色
武
松
協
賛
会
長
か

ら
「
明
治　

年
に
上
富
良
野
村
第
二
教

43

育
所
と
し
て
開
設
さ
れ
1
千　

名
が
巣

313

立
っ
た
。
地
域
に
密
着
し
た
学
校
で
あ

り
、
今
後
も
教
育
の
充
実
と
地
域
の
発

展
を
願
う
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
歴

代
の
校
長
や
P
T
A
会
長
な
ど
教
育
功

労
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
江

幌
小
児
童
か
ら
喜
び
の
言
葉
と
合
唱
が

披
露
さ
れ
、
式
典
の
終
わ
り
に
は
、
来

場
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

地
域
に
根
差
し

江
幌
小
学
校
開
校　

周
年

100

2／20

　

上
富
良
野
町
で
は
初
め
て
の
北
海
道

青
年
林
業
士
と
し
て
、
上
川
総
合
振
興

局
南
部
森
林
室
長
か
ら
久
保
拓
哉
さ
ん

に
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
道
は
、
地
域
の
森
林
づ

く
り
に
強
い
熱
意
と
意
欲
が
あ
ふ
れ
、

指
導
性
を
有
し
て
い
る
後
継
者
や
林
業

普
及
に
お
け
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
北
海

道
青
年
林
業
士
と
し
て
認
定
、
持
続
的

な
森
林
資
源
の
維
持
と
増
進
を
図
る
た

め
に
始
め
ま
し
た
。

　

久
保
拓
哉
さ
ん
は
、
地
域
の
森
林
の

管
理
整
備
、
保
育
管
理
が
地
域
の
林
業

後
継
者
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
認
定
と
な
り
ま
し

た
。

2／18

上
富
良
野
で
初
の
認
定

北
海
道
青
年
林
業
士

　

商
工
会
青
年
部
が
主
催
し
て
、
防
衛

講
話
が
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
、　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

21

　

商
工
会
青
年
部
や
青
年
部
Ｏ
Ｂ
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
イ
タ
ウ
ン
な
ど
の
町
内

各
種
団
体
に
、
自
衛
隊
に
つ
い
て
詳
し

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、　

年
振
り
に

１４

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
上
富
良
野
駐
屯
地
司
令
の

叶
謙
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
日
本
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
と
自
衛
隊
の
活

動
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
上
富
良
野
駐
屯
地
の
自

衛
隊
員
が
日
頃
実
施
し
て
い
る
厳
し
い

訓
練
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、
認
識
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

2／21

自
衛
隊
に
つ
い
て
知
る

防
衛
講
話
開
催

　

十
勝
岳
噴
火
に
備
え
、
十
勝
岳
噴
火

総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の

関
係
機
関
、
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

十
勝
岳
の
噴
火
に
よ
る
泥
流
災
害
を

想
定
し
、
お
よ
そ　

名
が
指
定
さ
れ
た

220

避
難
所
へ
の
避
難
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。
役
場
裏
庭
で
は
消
防
、
自
衛
隊
、

警
察
が
協
力
し
て
救
助
救
出
訓
練
、
日

新
分
館
か
ら
の
輸
送
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
泉
栄
防
災
セ
ン
タ
ー
避
難
所

で
は
、
消
防
職
員
に
よ
る
救
命
救
急
講

習
が
行
わ
れ
、　

名
が
参
加
し
ま
し

２５

た
。

　

日
頃
か
ら
噴
火
に
対
し
て
の
意
識
や

備
え
が
重
要
で
す
。

２／23

十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
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 足 立 　�   さん

あ だ ち  さとし

　先月号の清水さんからめぐって、足立さんにお
逢いしました。
『清水さんとは、いしずえ大学に同期で入学し、本科
２年生です。いしずえ大学は 老人 と言うイメージ

・ ・

があり、入るのをためらっていましたが、5人集ま
ればミニバレー部が作れるからと誘われ入りまし
た。いざ、入ってみると、皆と集まり、たわいない
話をするのが楽しくて、今では、大学に行く日を楽
しみにしています。今、力を入れているのが地域
活動です。泉栄コアラ会では月2回の例会があり
パークゴルフや旅行、花壇の手入れなどをしてい
ます。フロアーカーリングは、週に１度楽しんで
います。投げ方の力加減や回転のかけ方など技を
つかむのが難しいです。この他にも、ミニバレー、
シニア野球、木工工作、俳句など色々なことを楽し
んでいます。出雲で生まれ、上富良野で育ち、こら
からもこの町で皆さんと仲良く暮らしたいです。』

昭和10年生まれ
栄町2丁目

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�雅男さん・美由起さんの子�

小坂      優 聖
こ さ か

       く
ん  大 翔

ゆ う せ い
       く

ん

ひ ろ と

（3歳８か月・１歳３か月）
朝 妻      寛 太
あ さ づ ま

       く
ん  亮 太

か ん た
       く

ん

り ょ う た

（４歳６か月・２歳６か月）

�教行さん・真澄さんの子�

み ん なの 伝 言 板

子連れコンサート（福祉コンサート）
　クラシックからジブリ、童謡
による生演奏と歌遊びと手作り
コーナーの体験です。
　お友達やご両親と一緒にお越
しください。
と　き　３月２７日（日）　13時30分～
ところ　社会教育総合センターラウンジ
主　催　歌三昧

� 富良野広域情報 �
富良野市「第２３回全国高等学
校選抜スキー大会」
　全国の高校生約２６０人が熱
戦を繰り広げます。
と　き　３月１０日（木）
　　　　　　　～１３日（日）
ところ　富良野スキー場
問合せ　ＳＫＩだ！ふらの
　実行委員会　��２３１８

南富良野町「くまささ茶」
「くまささ茶」はふらの山麓
に育まれた熊笹からエキス
を抽出した清涼飲料水です。
道の駅「南ふらの」と町内各
商店で販売していますので、
ぜひご賞味ください。
問合せ　農産物処理加工セ
　ンター　��３０１２

中富良野町「地酒」
　「紫の雫」と「法螺吹」を
ぜひご賞味ください。
純米酒「法螺吹」７２０ml
　　　　　　　　1,100円
吟醸酒「紫の雫」７２０ml　　
　　　　　　　　2,200円
問合せ　なかふらの酒造振
　　　　興会　��２２１３

占冠村「しもかぷククサ」
　ククサは北欧のサーメ人
伝統の手作りカップです。
「しもかぷ工房」では北海道
のマカバを使い、北海道産
の無農薬栽培の亜麻仁油で
塗装しています。
問合せ　ＮＰＯ法人占冠・村
　づくり観光協会  ��８０１０
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すぐできるエコ活動

　平成２１年度国民健康・栄養調査結果の概要が発表され
ました。不足と過剰傾向にある栄養素を抜粋します。
ほぼ全年齢で不足傾向にある栄養素
・食物繊維　６０歳代女性のみがほぼ充足されていまし
た。摂取基準は小児の設定はありませんが、１８歳以
上の男性１９�/日、女性１７�/日と設定されています。

・カルシウム　学童、思春期では必要量、吸収量共にピ
ークを迎えます。摂取基準は思春期が700～1,000
�/日、成人は650～800�/日です。

年齢や性別で不足が見られる栄養素
・ビタミンB1　思春期から３０歳代の男性が不足傾向に
ありました。そして、この年代は朝食の欠食率が高
い傾向にありました。

・鉄　思春期の男性と女性は全年齢で不足傾向にありま
した。女性は男性よりも鉄の必要量が多く摂取基準
が多く設定されています。

過剰傾向にある栄養素
・脂質　３０歳代男性と３０～５０歳代女性がやや過剰傾向に
ありました。脂質はエネルギー比率で摂取基準が設
定されており、小児から２０歳代までが２０～３０％、３０
歳代以降は男女とも２０～２５％に設定されています。

　以上、全国的な調査結果ですが、最近の食生活の特徴
が出ていると思います。日頃から野菜類をしっかりと
り、脂質は質と量を考え、思春期ではカルシウムと鉄を
しっかりとることが大切です。

ー栄養士からのメッセージー栄養士からのメッセージーー

『バランスよく食べよう『バランスよく食べよう
毎日の食事！』　　　　　毎日の食事！』

問合せ　保健福祉課健康推進班　��6987

� 西保育園 �

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

『ひなまつり製作』 『ひなまつり製作』
荒      朋哉
あら

     くん
と も や

（平成16年生まれ）
嶋  崎        結衣奈
し ま ざ き

      ちゃん
ゆ い な

（平成16年生まれ）

　日常生活ですぐできるエコ活動を紹介していきます。
　今回は、「趣味やご近所付き合いのなかでできるエコの
ひと工夫」を紹介します。
�散歩しながら、身近な自然を感じよう
�犬のフンは飼い主の責任で片付けよう
�フリーマーケットに出店しよう
�地域の力でいろんなことにチャレンジしよう
　・植樹活動、資源回収、町内や公園の清掃活動
�趣味のガーデニングでみどりとふれあおう

＜えこ之助　みんなでエコチャレンジ！！＞
　道では、簡単なチェックであなたの二酸化炭素排出量を
診断できるツール「えこ之助 みんなでエコチャレンジ！」
をウェブ上で提供しています。
　えこ之助みんなでエコチャレンジ
　　http://www.econosuke.jp/

＜環境にやさしいお店＞…「エコ・アクション・ポイント」
「エコ・アクション・ポイント」は、制度に参加している
お店で温暖化対策型の商品やサービスを購入する際など
に付与されるポイントです。貯まったポイントでさまざ
まな商品との交換や温暖化対策事業への寄附ができます。
　詳しくは北海道環境財団ホームページ又はエコ・アク
ション・ポイントｗｅｂをご覧ください。
　北海道環境財団ホームページ　http://heco-spc.or.jp/
　エコ・アクション・ポイントｗｅｂ　http://eco-ap.jp/

資料提供：「環境行動ハンドブック」（北海道発行）
問合せ　町民生活課生活環境班　�６９８５

食育の食育の 推推進進



■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
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■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://www.town.kamifurano.hokkaido
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jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成２3年2月28日現在
(　)は前月比

( ＋ 9 )11,774人人 口

( ＋ 7 )5,911人男

( ＋ 2 )５,863人女

( ＋ 11 )5,233世帯世帯
 　　　　２月２３日　救助救出訓練

広報かみふらの 2011. 3  �

ラベンダーハイツへ
◎赤十字奉仕団　　 　　清拭用布420枚

　　　　　　　ティッシュペーパー５０箱

社会福祉協議会へ
◎川喜田誠さん　　　　　　　　５万円

◎藤田敏子さん　　　　　　　　２万円

◎倉本チヨさん　　　　　　　　１０万円

◎中央婦人会　　　　　　　　　３万円

◎民生児童委員協議会　　　　　２万円

たくさんの善意
ありがとうございましたinnffoorrmmaattiioonn 富良野広域連合

上富良野消防署��２１１９

署防消

住宅での取付場所
※「煙式」と「熱式」があります。「煙式」を設置してください。

住宅用火災警報器の設置方法を知っていますか

①普段就寝している部屋（来客時に就寝
する部屋は該当しません）

②就寝している部屋がある階
　の階段踊り場

＜就寝室＞ ＜子ども部屋＞ ＜階段踊り場＞

町職員人事(3月１日付)
　新規採用

　�川口　朋（町立病院看護師）

就寝に使用しない居室

火災警報器

廊下

③１つの階に７�（４畳半）の居室が５以上ある階

③警報器の中心をはりから
６０�以上離す。

④エアコン・換気扇の吹き出
し口から1.5�以上離す。

問合せ
　上富良野消防署指導係　��2119

取付位置
①警報器の中心を壁から６０�以上離
す。　

②天井から１５～５０�以内に警報器の
中心がくるようにする。


